
参考
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ICG：貨物情報照会
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輸入の場合 ⇒ B/L番号を入力
輸出の場合 ⇒ 輸出管理番号

ICG業務 入力画面

個数、重量、品名等の貨物情報や通関状況及び保税地域等への搬出入状況を貨物管理番号（B/L番号）単位に照会する
ことができます。
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ICG業務 結果（TTL：全体情報上段）
処理状況を時系列に表示
・最新更新業務： 業務コードを表示
・最新更新利用者： 利用者コードを表示

22＝輸出貨物（積戻し貨物を含む）
23＝輸入貨物 28＝仮陸揚貨物

MAN＝貨物手作業移行
STP＝差止中
SSP＝訂正保留中
CHG＝航空貨物切替
END＝削除表示設定(仕分仕合済、デバンニング済等)
CCL＝船積確認済
TRN＝運送中
RS1＝リスク分析結果事前通知済（ハウスＢ／Ｌ起因）
DNC＝船卸許可申請中
RS2＝リスク分析結果事前通知済
ULP＝船卸許可済（船卸前）
M/F＝積荷目録提出済
NAM＝出港前報告未済
NTD＝出港日時報告未済
NON＝未搬入
ALT＝本船・ふ中扱い貨物で許可後変更が必要
IS ＝蔵入承認済（再蔵入承認済含む。）
ISW＝蔵出輸入許可済
IST＝ＡＥＯ用蔵出輸入許可済
IMP＝輸入許可済（ＢＰ承認済、蔵入承認済含む。）
EXP＝輸出許可済（積戻し許可済含む。）
BND＝未許可蔵置中

ICG：貨物情報照会
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ICG業務 結果（TTL：全体情報下段）

ＣＹＯ業務、ＢＯＣ業務、ＢＯＡ業務等の搬出登録
ＣＹＡ業務、ＢＩＣ業務、ＢＩＡ業務等の搬入登録の履歴を
表示

輸出入申告が行われている場合に出力
許可済の場合は許可日を出力

輸出入申告以外（ＯＬＴ等）の申請情報を表示

Ａ：船卸前 Ｅ：バンニング済み
Ｂ：船卸済み Ｆ：ＣＹ搬入済み
Ｃ：ＣＹ搬出済み Ｇ：船積み処理済み
Ｄ：デバンニング済み

ＩＣＧ業務送信時の貨物の蔵置場所、蔵置個数を表示
貨物が運送中の場合ブランク

ICG：貨物情報照会



ICN：コンテナ情報照会
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ICN業務 結果（上段）

ICN業務 入力画面

22：輸出
23：輸入
28：仮陸揚

１：削除表示
２：差止中
３：容器通関済（コンテナリスト提出
４：積荷目録提出前
５：積荷目録提出後、船卸前
６：蔵置中
７：運送中
８：バンニング経由中

4：空
5：実入
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ICN業務 結果（下段）

当該コンテナに対して税関手続がされ
ている場合に出力
ＤＣＮ:卸コンテナリスト提出
ＬＣＮ：積コンテナリスト提出
ＭＣＩ：コンテナ輸入許可
ＯＬＣ：コンテナ容器保税運送承認
ＫＲＲ：仮陸揚空コンテナの仮陸揚届出

当該コンテナに紐づいているB/L番号、
または貨物管理番号を出力

ICN：コンテナ情報照会



主な情報照会業務

IWS（貨物在庫状況照会）業務

保税地域単位に蔵置中の貨物またはコンテナの在庫状況を照会します。

IOL（保税運送申告照会）業務

保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送の情報を照会します。

IBI（輸入貨物搬入予定照会）業務

保税運送承認済、包括保税運送承認に係る個別運送情報登録済または特定保税運送登録済の貨物の情報を、
到着地単位に貨物管理番号の一覧として照会します。

IEC（輸出貨物搬入予定照会）業務

｢輸出貨物情報登録｣業務が行われた貨物のうち、保税地域に搬入予定の貨物の情報を、保税地域単位かつ
搬入予定日単位に輸出管理番号の一覧として照会します。
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その他情報照会業務



業務リンク機能
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AAAA

ICG業務、ICN業務などの照会業務により表示された記号番号等のうち、別の照会業務を実施可能な場合にその照会
業務を自動起動することができます。

ICG業務 結果（TTL：全体情報上段）

右クリック

表示されたリンクメニューから
照会業務を選択


